
開発研究会
術 事業

2026年

5月中下旬

2027年

～2月中下旬

の期間で計10回程度

大阪商工会議所 主催

入会のご案内
講座名称 技術・事業開発研究会

開催回数 例会 年 10 回 見学会・交流会 年 1 ～ ２ 回

（例会は2026年５月中下旬 ～ 2027年2月中下旬の原則月1回）

趣旨・目的

大阪商工会議所では、「技術・事業開発研究会」

を設置し、デザイン戦略に基づいた

製品開発、脱炭素社会実現に向けた

技術開発を行う企業、独自のオープン

イノベーション体制を構築し、

グローバルな研究開発手法を確立した

企業、AIを活用した事業構造改革を

進める企業に登壇いただき、実体験に基づいた

リアルな苦労話や、成功の秘訣をご紹介します。

本研究会を通じて参加企業の企業力向上に

貢献します。

開催時間 15：30 ～ 17：00 （原則）

運営

1社（登録代表者1名）につき各例会

に2名の受講が可能となります。

※1社（登録代表者1名）につき、3名以上参加される

場合、追加受講費を1例会 10,200円/人で承ります。

内容・スケジュール

次ページをご覧ください。▼申込方法

下記アドレスのページ下部及び、右記のQRコードより
大阪商工会議所のHPにアクセスいただき、技術・事業開発研究会の申し込みを受け付けます。

URL： https://www.osaka.cci.or.jp/event/seminar/202601/D22260105035.html

問い合わせ先

大阪商工会議所 産業部 産業・技術振興担当 田中・勝部・西田
〒540-0029 大阪市中央区本町橋2番8号 TEL：06(6944)6300 FAX：06(6944)6249  Email：sangyo@osaka.cci.or.jp

申込締切
4月30日（木）

《参考》２０２５年度開催状況

第 １ 回

「レゾナックにおけるR&D体制・マネジメントにつ

いて」

株式会社レゾナック

CTO付 シニアプリンシパル 久幸 晃二 氏

第６回

「積水化学におけるマテリアルズ・インフォマティクスの

取り組みについて」

積水化学工業株式会社 R＆Dセンター 先進技術研究所

日下 康成 氏

同研究所情報科学推進センターセンター長兼 MI推進グループグループ

長新明健一 氏

第 ２ 回

「パナソニックにおける環境配慮・環境対策を

付加価値とした研究・技術開発について」

パナソニックホールディングス株式会社 執行役員

グループ・チーフ・テクノロジー・オフィサー

小川立夫 氏

第７回

「産業創出観点の政策議論とＧＸ関連施策と東レGの取組につい

て」

株式会社東レ経営研究所 代表取締役社長 野中 利幸 氏

第 ３ 回

「シスメックスにおける開発技術の事業化、

ビジネスモデルの構築について」

シスメックス株式会社

取締役 常務執行役員 CTO 吉田 智一 氏

第８回

「太陽誘電における研究開発のマネジメントについて」

太陽誘電株式会社

執行役員 開発研究所 所長 平國 正一郎 氏

第 ４ 回

「デザイン思考を活用した社会イノベーション事業

創出への取り組み」

株式会社日立製作所 研究開発グループ

デジタルサービス統括本部 デザインセンター

センター長 谷崎正明 氏

第９回

「富士電機におけるものつくりのデジタル改革の取り組み」

富士電機株式会社

生産・調達本部 生産技術センター長 山本直樹 氏

第 ５ 回

「花王における挑戦志向型人財創出の取り組み」

花王株式会社

人材戦略部門 キャリア開発部長 森 信子 氏

第10回

「DMG森精機における技術開発戦略」

DMG森精機株式会社

上席理事 開発および品質担当副社長補佐 森 幸太郎 氏

2026年度 技術事業開発研究会

受講申込書【FAX・郵送】
お申込先 ｜ 大阪商工会議所 産業部 産業・技術振興担当
〒540-0029 大阪市中央区本町橋2番8号

FAX │ 06－6944－6249

会 社 ・ 団 体 名

ﾌﾘｶﾞﾅ

所 在 地
〒 －

所 属 ・ 役 職 名

登録代表者氏名

ﾌﾘｶﾞﾅ

電 話 番 号

フ ァ ッ ク ス 番 号

メ ー ル ア ド レ ス
※毎回の例会のご案内は電子メールでお送りいたしますので、必ずご記入ください。

年 会 費
1社（登録代表者1名分）

いずれかにを付けてください。

□ 大阪商工会議所 会員 89,000円（税込）
□ 大阪商工会議所 非会員 136,200円（税込）

備 考 欄

※1社から登録代表者2名分のお申し込みを希望される場合、追加される登録代表者の役職・代表者名・電話番号・メールアドレスを
ご記入ください。

ご記入いただく情報は、大阪商工会議所（データ管理責任者、以下大商）が本研究会の運営で利用するほか、講師には登録者名簿と
してお渡しいたします。これらについては参加者ご本人に同意いただいたものとして取り扱わせていただきます。
また、企業・団体において、参加者本人に代わってお申込みをされた場合は、参加者本人から同意を得た上でお申込みいただいたも
のといたします。ご記入いただいた情報は、大阪商工会議所からの各種連絡・情報提供のために利用いたします。

開催場所

大阪商工会議所
（大阪市中央区本町橋2番8号）
※zoomを併称したハイブリッド開催
を基本とします。

参加費（年間受講料）

大阪商工会議所 会員
89,000 円（税込）/ 1社（登録代表者1名）

大阪商工会議所 非会員
136,200 円（税込）/ 1社（登録代表者1名）

※1回のみの受講はお断りしています。
※交流会費は開催時に別途申し受けます。
※見学会に際し、見学先までの交通費は各社で
ご負担をお願いします。

受講対象
製造業の研究・技術開発の管理職
新規事業開発を担う管理職・経営幹部等

今後の自社の研究・技術開発の方向性
に迷っている。

新規事業を推進しろと言われるが、どの
ように進めていけばいいか分からない。

このような方には特におすすめ！



開催予定（上半期５回分）

「キヤノンのデザイン戦略と製品開発について」～
『戦略的大変革』におけるデザイン部門の役割とは～（仮題）

講師

2026年５月中下旬 例会 15：30～17：00
交流会 17:00～18:00

日時

第
1

回
例
会

「脱炭素社会実現に向けた住友大阪セメントの技術開発」

国内最大の静脈産業の一つであり，一方でCO2削減困難産業と言われるセメント
産業の脱炭素の取組や循環型ビジネスモデルについて、CO2鉱物固定技術・CO2
再資源化人工石灰石などの実例を用いて解説します。

講師

2026年6月19日（金）例会 15：30～17：00日時

第
2

回
例
会

参加企業の声

CASE

1

CASE

2

企業トップ、キーマンから、実践的な事業活動を
本音トーク交え直接お聞かせいただける研究会

【会場や懇親会の様子】

「京セラの研究開発体制について～オープンイノベーションを活用した
研究開発の手法とは～（仮題）」

日清食品株式会社
常務取締役事業統括本部長兼 Well-being推進部長 NISSIN 
ACADEMY 学長 物流統括管理者（CLO）深井 雅裕 氏

講師

2026年9月28日（月）15：30～17：00

日時

第
4

回
例
会

「三菱電機の研究開発への取り組み～イノベーティブカンパニーへの変革～」

講師

2026年7月中下旬日 15：30～17：00日時
第
3

回
例
会

「事業構造改革 × AI活用 × 人材育成で描く未来」
ー危機をチャンスに変える、日清食品の挑戦ー

講師

日時

第
5

回
例
会

申込の流れ

申
込

①FAX・WEB・郵送の
いずれかでお申し込み
ください。

振
込

②大阪商工会議所より、請求書を
送付いたします。
受講料を指定口座にお振込み下さい。
※現金の受付は行っていません。

申
込
完
了

③入金確認後、申し込み完了
メールをお送りいたします。

受
講
開
始

④第１回例会の開催日が近づき
ましたら登録代表者へ例会開催
案内メールをお送りいたします。
当日の参加者をご登録ください。

気候変動、自然再興、そして、循環経済への移行など、SDGsの実現に向けて、
大きな転換期にある中、各企業のリーダーにより、会社理念から経営方針、
そして、具体的な事例を交えた取り組みを詳しく紹介していただいています。
毎回、現地参加で、興味深く拝聴しています。
個社では、なかなか気づけない視点などもあり、たくさんの刺激を受けています。
多様な業種の皆さんとの意見交換の場でもあるため、多くの皆さんに参加いただき、
本研究会が更に活況になることを願っています。

先進企業のイノベーションへの取り組みを知る機会は、
新たな成長への気づきとなります

サービスメーカー
営業部門/担当部長

化学製品製造業
サステナビリティ推進室

部長

※下半期５回分は、研究会登録メンバーのご意見も踏まえ、業界を問わず講師を選定いたします。

キャンセルポリシー

お申し込み後、やむを得ない理由により入会をキャンセルされる場合は「お問い合せ先」までご連絡ください。
キャンセルにつきましては2026年5月15日（金） 17:00までにお申し出があった場合はキャンセル手続きを承ります。
それ以降のキャンセルにつきましてはお受けいたしかねますので、何卒ご理解いただきますようよろしくお願い申し上げます。

様々な分野で活躍されている企業トップ、キーマンの皆さんから、本研究会
だからこそお話いただける本音トークを直接聞ける貴重な場として参加させて
いただいております。
具体的には、自社の技術戦略、開発体制について、そこに至った経緯や思い、
商品開発、人材育成のご苦労話や失敗談など、日頃は聞けない内容を実例交えて
オープンにお話しいただけ、自社の新規事業、課題解決のヒントを得るなど、
とても有益な研究会と感じております。

キヤノン株式会社
理事・総合デザインセンター所長 石川 慶文 氏

私たちは、デバイス機器や制御システムなどの技術を進化・融合させながら、
社外パートナーとの共創も積極的に行い、三菱電機ならではの創意工夫により、
社会や事業に大きなインパクトを与える新たな価値の創出へ挑戦しています。
本講演では、具体的な開発事例も交えて、その取り組みを紹介します。

住友大阪セメント株式会社
常務執行役員 小堺 規行 氏

三菱電機株式会社
先端技術総合研究所 所長 西沢 昭則 氏

京セラ株式会社
執行役員 研究開発本部長 仲川 彰一 氏

2026年8月24日（月）15：30～17：00

新規事業において、アカデミアや大手企業との連携を推し進め、さらに国内外を
対象としたグローバルな研究開発手法について、2024年設立のCVC「Kyocera 
Venture Fund-I LP」の例などを交えて紹介します。

キヤノンのデザイン戦略に基づく、現場で必要とされる製品開発の取り組みに
ついて紹介します。

人材育成機関「NISSIN ACADEMY」で変革を担う人材を育成し、AIを活用した需要
予測や在庫最適化で新たな価値創出を目指し、スピード感ある改革事例と未来を
切り拓く当社の挑戦を紹介します。


